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A comparative study Between Abbasid women's literature and Heian 

period women's literature. 

Abstract: 

The Abbasid Caliphate (750–1258) and the Heian period (794–

1185) were two of the most culturally and intellectually vibrant eras in 

world history. Both societies produced remarkable literary traditions, with 

women playing an essential role in shaping their respective literary 

landscapes. This research aims to explore the literary contributions of 

women in both periods, focusing on poetry and prose. By comparing their 

works, themes, and societal influences, the study seeks to uncover the 

similarities and differences in women’s literary expression. Through this 

comparison, the study reveals the lasting impact of women’s voices in 

literary history, offering insights into their roles as creators and preservers 

of cultural identity. 

Keywords: Women’s Literature, Abbasid Caliphate, Heian Period, Poetry 

and Prose, Courtly Culture 

 فترة هييآن في  النسائي دبالأو في الدولة العباسيةدراسة مقارنة بين الأدب النسائي 

       الملخص:

العباسية ) الخلافة  العصور 1185-794( وفترة هييان )1258-750كانت  أكثر  ( من 

العالم تاريخ  في  وفكريًا  ثقافيًا  التق  ، ازدهارًا  في  ملحوظًا  تطورًا  الفترتين  كلتا  شهدت  اليد وقد 

يهدف هذا البحث والنساء دورًا مهمًا في تشكيل المشهد الأدبي في مجتمعاتهن.    أدت، حيث  لأدبيةا

من خلال    ،استكشاف إسهامات النساء الأدبية في كلتا الفترتين، مع التركيز على الشعر والنثرإلى  

الاجتماعية، السياقات  وتأثير  أعمالهن وموضوعاتهن  البحث  كما   مقارنة  هذا  ا  يسعى  لكشف  إلى 

ة،  وجه التشابه والاختلاف في تعبير النساء الأدبي في كلتا الفترتين. ومن خلال هذه المقارنن أع

حول   رؤى  مقدمًا  الأدبي،  التاريخ  في  النساء  لأصوات  الدائم  التأثير  على  الضوء  البحث  يسلط 

 .أدوارهن كمبدعات وحافظات للهوية الثقافية

الثقافة في البلاط  فة الالخلا  أدب المرأة،   المفتاحية:لكلمات  ا عباسية، فترة هييان، الشعر والنثر، 

 الملكي.
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アッバース朝と平安時代における女流文学に関する比較考

察 

初めに： 

 アッバース朝（750 年～1258 年）と平安時代（794 年～1185

年）は、それぞれの歴史において文化的・知的に最も発展した時期の一

つであった。両時代において文学が大いに発展し、多くの優れた作品

が生み出されたが、その中でも女性の文学活動は特筆すべきものであ

る。アッバース朝ではアラビア語詩が隆盛を極め、女性詩人も活躍した。

一方、平安時代の日本では、宮廷女性が散文文学において重要な役

割を果たし、『源氏物語』のような世界最古の長編小説が生まれることと

なった。 

 本研究では、両時代の女性文学の特徴を比較し、詩と散文の

作品を中心に分析を行う。特に、文学形式、テーマ、宮廷文化の影響、

宗教との関わりといった観点から、女性作家の表現の共通点と相違点を

明らかにすることを目的とする。さらに、それぞれの社会的・文化的背景

が女性の文学活動にどのような影響を与えたのかを考察し、両時代の女

性文学の意義を再評価する。 

 本研究を通じて、中世のイスラム世界と東アジアにおける女性

の文学活動の役割をより深く理解し、異なる文化・歴史的文脈のもとで

女性作家がどのように表現の場を確立したのかを明らかにすることを目

指す。従って、次は、まずアッバース朝と平安時代の社会・政治的状況

について比較し、その違いが女性文学にどのような影響を与えたのかを

探る。両時代の社会構造や権力のあり方が、女性の立場や文学の主題、

表現方法に及ぼした影響について考察することで、二つの文化の特質

と共通点を明らかにしていく。その後、両時代の女流文学の比較を踏ま

えた上で、アッバース朝と平安時代における女性文学に焦点を移し、そ

れぞれの時代を代表する女性文学者とその作品について取り上げ、両

時代の女流文学的特徴の比較を行う。 
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1. アッバース朝と平安時代の社会・政治的状況の比較とその影響 

1-1.政治的状況 

アッバース朝は首都バグダードを中心に政治と文化の中心地を

確立した。当初はカリフが絶大な権力を持っていたが、次第に地方の総

督が独立性を強め、政治の分権化が進んだ。宮廷内では女性の影響力

が見られ、カリフの母親や妃、側室が権力争いに関与することもあった。

中でもカリフ・ハールーン・アッラシードの妃として知られるズバイダのよう

な女性は、文化面や政治面で重要な役割を果たした。つまり、アッバー

ス朝では、宮廷内での権力争いに関与した女性が文化や知識の保護

者として機能し、詩や散文の執筆が活発に行われた。 

それに対し、平安時代は、藤原氏が権力を握る「摂関政治」が特

徴的で、皇室と密接な婚姻関係を築くことで実権を掌握した。天皇の地

位は形式的なものとなり、藤原氏が政治の実権を握る体制が続いた。ま

た、「院政」という制度も見られ、退位した天皇が政治の実権を影から握

るなど、複雑な政治構造が形成された。宮廷の女性たちは、妃や女官と

して皇室と関わることで影響力を持つことができた。すなわち、平安時代

の女性は、直接政治に関与することは少なかったものの、宮廷での文化

活動を通じて地位を確立し、『源氏物語』や『枕草子』などの優れた文学

作品を生み出した。 

1-2. 社会的状況 

アッバース朝では、社会階層が明確に分かれており、上流階級

の女性は教育を受ける機会に恵まれることがあった。一般的に女性の社

会的役割は限定的であったが、教育を受けた女性の中には詩や散文を

執筆し、恋愛、哲学、宗教といったテーマを扱う者もいた。また、スーフィ

ズム（イスラム神秘主義）の影響を受け、女性の霊的な探求が文学に反

映されることもあったと言える。それにより、アッバース朝の女性文学は、

社会的な制限を受けつつも、恋愛や社会批判、宗教的な探求を題材に

した作品が特徴であったと言える。 

それに対し、平安時代では、女性は貴族社会において身分の象

徴としての役割を担い、和歌や文章の教養が求められた。貴族の女性
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は、屋敷内にとどまり、外部の男性とは屏風越しや手紙を介して交流す

るのが一般的であった。このため、手紙や日記文学が発展し、独自の文

学形式が生まれた。宮廷では、感情の機微や自然の美しさを表現するこ

とが重視され、女性たちは洗練された詩歌の技術を身につけることで社

会的評価を得た。それで、平安時代の女性文学は、情緒や自然の美、

恋愛感情の移ろいを繊細に表現する作品が多い。 

1-3. 文化と文学の特徴 

アッバース朝の宮廷は、科学、哲学、芸術の発展を積極的に支

援し、「知恵の館（バイト・アルヒクマ）」が設立され、多様な学問が翻訳さ

れるなど知的な活況を呈した。女性作家の中には、宗教的な信仰や哲

学的な思想を詩に込める者が多く、特にラービア・アルアダウィヤの詩は、

神への愛や精神の浄化をテーマとしている。それにより、アッバース朝の

女性文学は、知的探究や宗教的内省が特徴的で、深い哲学的思索を

反映した作品が多く見られる。 

それに対し、平安時代は、繊細で優美な文化が花開き、特に和

歌の創作が盛んに行われた。「かな」文字の発達により、女性が散文や

随筆を執筆する機会が広がり、日記文学や物語文学が発展し、平安時

代の女性文学は、恋愛や人間関係、自然の移ろいを題材にした作品が

多く、感情の微細な表現が特徴であった。 

要するに、アッバース朝と平安時代は、それぞれの独自の社会・

政治的状況が女性文学に大きな影響を与え、アッバース朝では社会の

多様性と宗教的な影響が、平安時代では宮廷文化と個人の感情表現が、

女性文学にそれぞれ大きな影響を与えていた点が特徴的である。 

2. アッバース朝の女流文学 

前述のように アッバース朝において女性文学の著しい変化が

見られた。当時は女性の文学活動が活発化した時期であり、女性たち

は詩や散文の分野で積極的に活躍した。この動きは、当時の知的・文化

的な拡大に対する反応として現れたものであり、さまざまな思想潮流や

豊かな文化交流が特徴であった。そして、女性が自らの知的能力や創

造力を発揮する機会が増えたと共に、女性詩人や作家が登場し、恋愛
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詩、哀悼詩、風刺詩といった文学テーマにおいて重要な役割を果した。

その上、Khaled Al-Halbouni（2010 年）は論じた通り、アッバース朝時代

の女性が散文の分野においてもその学識の高さを示し、特に私信文学

（Personal correspondence）と署名文学（Signatures literature）という 2つ

の主要な領域において顕著な成果を収めた。 

一方、アッバース朝時代の女性文学について詳述する前に、指

摘すべきポイントがある。それは、アッバース朝時代の女性文学が自由

人女性と奴隷女性いう 2 つの主要なカテゴリーに分類できることである。

自由人女性は、上流階級に属することが多く、感情や思想を比較的自

由に表現することができた。彼女たちの文学は、洗練された言葉遣いや

上品な表現が特徴で、文学界でも一定の地位を確立していた者が多く

いた。著名な自由人女性の一人に、アリヤ・ビント・アルマフディーが挙

げられる。彼女の詩は優雅さと情感に満ちている。 

それに対し、奴隷女性は、主に貴族や権力者の宮廷に仕えた女

奴隷たちであり、彼女たちの詩は率直かつ自由奔放で、生活の苦悩や

個人的な体験が色濃く反映されている。著名な奴隷女性の詩人の代表

としては、アナーン・アンナーティフィーヤが挙げられる。彼女は恋愛詩、

哀悼詩、さらには社会批判を込めた詩まで幅広く表現した。 

その上、アッバース朝の神秘主義詩（スーフィー詩）や禁欲詩と

いう分野に女性による貢献が無視できない。この分野で特に著名な女性

詩人としては、ラービア・アルアダウィーヤが挙げられる。 

2-1. アリヤ・ビント・アルマフディー“علياء بنت المهدي”： 

アリヤ・ビント・アルマフディーは、アッバース朝のカリフであるア

ルマフディーの娘であり、同じくカリフのハールーン・アッラシードの姉で

ある。アッバース朝時代の文化的および文学的な分野で著名なアリヤは、

宮廷の権威ある女性という立場にとどまらず、その卓越した詩作の才能

により、当時の詩人や文人の中でも際立つ存在となった。アリヤは、アッ

バース朝時代の知識や文学が隆盛した環境で育った。当時のアッバー

ス朝は、科学や芸術が大いに発展していたため、学者や詩人、文化人

が宮廷に出入りする機会が多く、彼女もそうした知的環境に恵まれた。こ
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のような環境が、アリヤの詩的才能を開花させ、その表現力を磨く機会と

なったと考えられる。以下に彼女の文学への貢献に関して詳細に述べる。 

アリヤの詩は、優れた言葉の流れ、繊細な意味、そして優美な言

い回しが特徴である。Khaled Al-Halbouni（２０１０年）が述べたように、

「彼女は流麗で繊細な表現が特徴的で、言葉の流れが美しく、詩の内

容も魅力的であった」と評されている。彼女の詩は、愛情、憧れ、別れと

いった内面の感情に加え、社会的な苦悩や人生の哲学を表現するのに

長けていた。 

アリヤの詩は、特に恋愛や別れの悲しみ、そして社会的な圧力

からくる感情の抑圧を描くものが多く見られる。社会の目を気にするあま

り、しばしば自身の想いを隠すことを余儀なくされた。その代表的な詩の

一節は以下の詩が取り上げられる。 

「 愛 を秘めるあの人へ私の想いが知られる こ とはなかった 

名前を口にすることすらできず隠し通した苦しみを知る人もいなかった」 

 ولست من خوف أسٌميه    يا ذا الذي أكتم حٌبيًه        

 لم يدر ما بي من هواه ولم     يعلم بما قاسيته فيه  

この詩は、彼女が社会の目を意識しながらも、自らの愛情や心の

葛藤を巧みに描き出した作品として知られている。 

それに加えて、アリヤは称賛の詩でもその才能を発揮し、特に弟

であるハールーン・アッラシードを称える詩を詠んでいる。Khaled Al-

Halbouni（２０１０年）は指摘した通り、「彼女は弟を的確な判断を下し、困

難を解決する頼れる存在」として賛美している。その例の一つは次の彼

女の詩の一節がある。 

「あなたの到来がなければ  この重大な困難も解決しなかっただろう」 

" طوب  خللولا قدومُك ما انجلَى عنّا الجليلُ من ا " 

さらに、指摘すべきのは、アリヤの詩は、内面の感情を表現する

だけでなく、当時の社会問題や政治的状況にも触れていたことである。

女性が抱える制約や不平等についても言及し、知的な深みを感じさせる
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作品を残している。そして、アリヤは、詩人としてだけでなく、アッバース

朝の宮廷内で重要な存在であったため、彼女はその鋭い機知と抜群の

洞察力で知られ、政治や文化の分野においても影響力を持つ存在であ

った。彼女の参加した文芸サロンは、男性中心の社会において女性の

知的活動が存在感を示す貴重な場であったと思われる。 

しかし、宮廷内で尊敬を集めた一方で、アリヤは当時の女性に課

せられた社会的制約にも直面していた。そのため、彼女の詩には、女性

としての苦悩や抑圧を描いた作品が多く見られる。感情を抑えながらも、

巧みに自己の思いを詩に託すことで、自らの存在を文学を通じて証明し

たのである。 

要するに、アリヤ・ビント・アルマフディーの詩は、アッバース朝時

代の女性文学の重要な一部として現代に伝わっている。彼女の作品は、

アッバース朝時代の女性が抱えた社会的な課題や、文学を通じた自己

表現の力を示す貴重な資料である。彼女は、単なる詩人にとどまらず、

知識人としての地位を確立し、アッバース朝の文学に大きな影響を与え

た。その優れた才能と文学的貢献は、アッバース朝時代の文化遺産とし

て、今なお研究者の関心を集め続けている。 

注目すべき点として、アッバース朝時代の詩の潮流は、恋愛詩、

哀悼詩、風刺詩に限られていたわけではない。この時代の重要な詩の

傾向の一つとして、神秘主義詩（スーフィー詩）や禁欲詩が挙げられる。

そして、この分野で特に著名な女性詩人としては、ラービア・アルアダウ

ィーヤが挙げられる。 

2-2. ラービア・アルアダウィーヤ“ وية دعرابعة ال ”： 

アリヤ・ビント・アルマフディーが人間の愛の表現とその苦悩に逃

避の場を見出したのに対し、ラービア・アルアダウィーヤは神への献身と

禁欲、神秘主義の道に身を捧げた。 

ラービア・アルアダウィーヤは、アッバース朝時代における著名な

女性スーフィー詩人であり、彼女の文学的な貢献はスーフィズム（神秘

主義）詩と禁欲詩において重要な位置を占めている。ラービアは、霊的

な感情と繊細な詩的表現を融合させ、当時の文学界で独自の地位を確
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立した。スーフィー詩の先駆者として知られるラービアの詩には神への

深い愛と献身が込められている。その詩的表現は、単なる宗教的な感情

にとどまらず、強い情熱と精神的な覚醒を伴う特徴がある。代表的な詩

の一節には次のようなものがある。 

「あなたを二つの愛で愛します。一つは恋い焦がれる愛。もう一つは、あ

なたがそれに値するからです」 

 وحبا لأنك أهل لذاكا"    "أحبك حبين حب الهوى

   上記の一節の意味を Mohammed Ayed（2016年）が次の通りに

詳述する。「敬虔な女性（ラービア・アルアダウィーヤ）は、彼女が抱く神

への愛の種類を多様に描写しており、それぞれの愛の形を具体的に表

現している。そして、その表現方法として『意味の連鎖』という手法を用い

ており、一つの意味が次の意味へと連続して展開されることで、詩の終

盤に至って彼女の愛の本質が明らかになる。すなわち、その愛の核心と

は、神に対する献身と、神への『賛美』であるという点に集約されてい

る。」 

    ラービア・アルアダウィーヤの詩は、アッバース朝時代のスー

フィー文学に大きな影響を与え、後の多くの詩人や神秘主義者に影響

を与えたと言える。彼女の作品は、神秘的な愛と献身の象徴として今日

でも高く評価されている。  

 続いて、愛の表現とその苦悩に逃避の場を見出したアリヤ・ビ

ント・アルマフディーと、神への献身と禁欲、神秘主義の道に身を捧げた

ラービア・アルアダウィーヤに対し、女奴隷アナーン・アルナーティキー

ヤは風刺と皮肉を込めた詩で知られる。 

2-3.  女奴隷アナーン・アルナーティキーヤ“الجارية عنان الناطفية”： 

  女奴隷アナーンは、アッバース朝時代における著名な女性詩

人の一人であり、その優れた詩才と文学界での存在感で知られていた。

彼女は、当時の女性が直面していた社会的制約にもかかわらず、優れ

た詩人としての地位を確立することができた。アナーンは、その流暢な言

葉遣いと即興で詩を詠む能力で知られ、同時代の著名な文人や詩人た
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ちの間で際立った存在であった。彼女の詩は、繊細で深い感情を表現

し、恋愛詩、賛美詩、風刺詩といった多様なジャンルにおいて活躍した。 

 アナーンは風刺と皮肉を込めた詩で知られ、特に著名な詩人

アブー・ヌワースとの有名な詩の応酬が伝えられている。アブー・ヌワー

スが彼女の前でげっぷをした際、アナーンは辛辣な風刺詩で応じた。そ

の一節が以下である。 

「 ナ ワ ー ス ィ ー よ 、 神 の 創 造 物 の ク ズ よ 

死にたいならお好きにどうぞ、私はすでに詩の中でお前を詠んだのだ

から」 

 "إذا شئتَ قد ذكرتكُ في الشعــــر متْ   ا نفايةَ خَلْق  اللهاسي ييا نو"

アナーンはは恋愛詩と賛美詩にも優れた才能を発揮したと言え

る。恋愛詩において、アナーンは、愛情や共感の感情を真摯に表現す

る優れた才能を持っていた。以下の詩は、その感受性の豊かさを示して

いる。 

「 も し 彼 が 涙 を 流 す な ら 、 私 は 血 の 涙 を 流 そ う 

彼が泣くのを見れば、私はその涙に心を痛めて共に泣くだろう」 

ً دمعاً بكي  إذا ما بكى"  "رحمةً لبكائهويبكي فأبكي    ت له دما

 この詩は、アナーンの情感の深さと、人間の感情の機微を繊細

に表現する力をよく示している。 

 アナーンは、詩人としてだけでなく、社交界においても大きな影

響力を持つ存在であった。彼女の知的な機知と鋭い洞察力により、アッ

バース朝の貴族や文化人の間で尊敬を集めた上で、アッバース朝時代

の文学において際立った役割を果たしたとみなされる。彼女の詩は、感

情の機微や社会問題に鋭く切り込み、女性としての繊細な視点を表現

するものであった。 

 まとめると、アッバース朝時代の女性文学は、当時の知的・文化

的な隆盛に伴い、多様な側面で発展した。女性詩人は、恋愛詩、哀悼

詩、風刺詩、そしてスーフィー詩といった幅広い文学ジャンルにおいて

重要な役割を果たした。その中でも、アリヤ・ビント・アルマフディー、ラー
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ビア・アルアダウィーヤ、アナーン・アルナーティキーヤは、異なる文学的

手法と思想を通じて、独自の貢献を成し遂げた。 

 アリヤ・ビント・アルマフディーは、愛情や別れの苦悩、そして社

会的制約からくる葛藤を繊細かつ優美な言葉で表現し、その詩は深い

感情と内面的な葛藤を描き出している。彼女の詩には、当時の女性の

抑圧された感情が込められ、文学を通じて自己の存在を証明する役割

を果たした。一方、ラービア・アルアダウィーヤは、神への愛と献身を詩

の中心に据え、スーフィー詩および禁欲詩に多大な影響を与えた。彼女

の詩は、精神的な愛と信仰の深さを象徴し、後世のスーフィー詩人や思

想家に影響を与え続けている。さらに、アナーン・アルナーティキーヤは、

風刺と皮肉を通じて独自のスタイルを確立し、時には社会的な問題や不

満を大胆に表現した。彼女の詩は、恋愛や賛美、風刺といった多岐にわ

たるジャンルで優れた才能を発揮し、アッバース朝時代の文学界におい

て強い存在感を示した。これらの女性詩人たちの作品は、当時の社会

や文化を反映しつつ、女性の声を文学を通じて伝える重要な役割を担

っていたといえるのではないであろうか。 

3. 平安時代の女流文学  

平安時代（794 年～1185 年）は、日本の政治と文化が大き

く変化した時代である。794 年、桓武天皇によって平安京（現在

の京都）が建設され、これが新たな貴族支配の象徴となった。こ

の時代の政治は、世襲官僚制によって支配され、特に藤原氏が大

きな権力を握った。彼らは摂関政治を確立し、自らの娘を天皇の

后として送り込むことで政権を掌握し、幼い天皇の摂政や関白と

して権力をふるった。しかし、平安貴族たちは京都の宮廷文化に

没頭するあまり、地方の統治を次第に軽視するようになった。そ

の結果、地方では武士が力をつけ、やがて政治の中心へと台頭し

ていくことになる。 

平安時代の特徴の一つは、中国の影響からの脱却と、日本

独自の文化の発展である。奈良時代（710～794 年）には、官僚制

度や儒教思想を学ぶために遣唐使が派遣されていたが、9 世紀後
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半には遣唐使の派遣が中止され、朝廷は中国との直接的な交流を

断つこととなった。この決定により、日本は独自の文化的アイデ

ンティティを形成し始めた。 

その結果、日本の政治制度・芸術・文学は中国の影響から

次第に離れ、日本独自の発展を遂げた。公式文書や学問の世界で

は漢文（中国風の書記言語）が依然として使用されていたものの、

貴族たちは新たな日本語の表記法である仮名を発展させた。この

仮名文字は、特に宮廷の女性たちに広まり、「女手（おんな

で）」とも呼ばれるようになった。この日本語の発展により、日

本独自の文学が誕生し、和歌や物語文学、日記文学が発展した。

特に、紫式部の『源氏物語』や清少納言の『枕草子』は、この時

代の代表的な作品として知られている。 

このように、平安時代は日本の文化的独立の時代であり、

女性たちが文学の中心的な担い手として活躍した時代でもあった。

中国からの影響が薄れる中で、宮廷文化はますます内向きになり、

洗練された美意識や詩的表現が重視されるようになった。こうし

て、日本独自の文学と文化が確立され、後世に大きな影響を与え

ることとなった。 

3-1. 小野小町： 

小野小町は、平安時代を代表する著名な女性歌人であり、「六

歌仙」や「三十六歌仙」に名を連ねる重要な存在である。具体的な生没

年や家系、身分などは不明な点が多く、史実としての詳細は明らかでは

ないが、9 世紀半ば、文徳天皇の時代に活躍していたと推定されている。 

小野小町の和歌は、『古今和歌集』に 18 首が収録され、恋愛や

人生の無常を繊細に描いたものが多いのが特徴である。特に、「花の色

は 移りにけりな いたづらに わが身世に ふるながめせし間に」という一首

は、彼女の代表作として名高く、容姿の衰えや時の移ろいを詠んだ歌と

して広く知られている。次には、彼女の平安時代の状況において果たし

た役割を詳述する。 
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小野小町は当時の和歌、物語文化に重要な貢献をしたと言える。

最初に和歌の貢献をみると、小野小町は、『古今和歌集』に 18 首の和

歌が収録されており、これは当時の女流歌人として非常に多い数だと考

えられる。特に彼女の和歌は、恋の感情や人生の無常を繊細かつ優美

に表現しており、平安文学の美的価値観に大きな影響を与えた。服部

友香（2016 年）が述べたように、紀貫之による『古今和歌集』の仮名序で

は、小町の歌風が「哀なりて、強からず」と評され、女性歌人ならではの

独特の情感表現が評価されている。 

それに加えて、平安時代は物語文学が隆盛した時期であり、『伊

勢物語』や『大和物語』のような作品が成立した。この時期には「歌物語」

や「作り物語」が発展し、和歌を核とする物語が次々に生み出された。そ

のうち、小野小町の詠作や彼女を題材とした伝説が、こうした物語の形

成に大きく寄与したと考えられており、服部友香（2016 年）が論じたとお

り、彼女の和歌が「虚構の人物が生きる世界を思い描く想像力」を刺激

し、物語の創造に繋がったことが指摘されている。小野小町が詠んだ和

歌の代表的な歌は「花の色はうつりにけりないたづらにわが身世にふる

ながめせしまに」という歌で、それが『古今集』と『百人一首』に記録され

ている。 

小野小町の文学的な貢献の上に、彼女の優れた美貌と和歌の

才能から、「美女驕慢伝説」、「衰老落魄伝説」、「歌人伝説」など、様々

な伝承が生み出され、これらの物語は、彼女が単に文学的な存在である

だけでなく、文化的な象徴としても広く知られる存在であったことを物語

っている。さらに、能や歌舞伎といった日本の伝統芸能の世界でも、「小

町物」として頻繁に取り上げられ、彼女の名声は時代を超えて人々の記

憶に残り続けている。 

上述のことから次の点が明確になった。小野小町は、平安時代

の女流文学において重要な役割を果たし、その貢献は、彼女の和歌、

物語文化への影響、そして伝説的な存在としての地位の確立において

顕著でる。その和歌の優美さや伝説的な存在感から、後の文学や演劇

に多大な影響を与えた。特に「花の色は〜」の歌は、桜とともに日本文化
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の象徴として深く根付いている。または、彼女の実像は未だに多くの謎

に包まれているが、豊かな感性と文学的才能は、多くの人々に長く愛さ

れ、伝えられてきた。 

3-2. 清少納言： 

清少納言は平安時代を代表する文学者であり、その代表作であ

る『枕草子』は、当時の宮廷文化を知る上で極めて重要な資料である。

清少納言はおおよそ西暦 965 年頃に生まれ、学識豊かな貴族である清

原家に属していた。父・清原元輔は『後撰和歌集』の撰者の一人として

知られる著名な歌人であり、その文学的素養は清少納言の感性や文才

に大きな影響を与えたと考えられる。 

清少納言は正暦 4 年（993 年）頃に中宮定子に仕え、女房として

宮廷に仕えることとなった。この時期は藤原氏の政治的権勢が強まって

いた時代であり、清少納言は華やかな宮廷文化の中で、多くの詩歌や

会話に触れ、鋭い観察力を育んだ。その経験は『枕草子』において巧み

に描かれている。宮仕えの後の清少納言の晩年については詳しい記録

がなく、困窮のうちに世を去ったという説も存在する。 

『枕草子』において清少納言は、四季の移ろいや宮廷の儀式、

貴族の装束などについて詳細に記述し、平安時代の雅やかな生活様式

を生き生きと描写している。その中には、秩序や優雅さ、社交の礼儀を

重んじる彼女の姿勢が顕著に表れている。その上、注目を引くのは、先

駆的作品として知られる『枕草子』がエッセイ、詩歌、個人的な回想が巧

妙に織り交ぜられた作品であり、断片的でありながらも独自の構成美を

持つことである。それにより、成松（1974 年）が「枕草子にみる清少納言

の美意識」に論じたように、『枕草子』の個性的な形式は、後の日本文学、

特に女流文学において新たな表現手法として確立されることとなり、文

学史において重要な意義を持つと言える。 

更に、髙島（1992 年）は）「平安文学に見る服装 ことに枕草子に

みる」に述べたように、『枕草子』が、宮廷生活の美意識や社会的礼節を

克明に描写した点でも大きな意義がある。清少納言は、宮中の儀礼、服
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装、季節の移ろいなどを精緻な観察力と優れた筆致で記録しており、こ

れによって平安貴族の文化的価値観や美意識が後世に伝えられた。 

要すると、『枕草子』は、女性の視点から日常生活や人間関係を

描き出し、平安時代の女性の感性や知的側面を鮮やかに示している点

でも注目される。従来の男性中心の歴史的記録とは異なり、『枕草子』は

宮廷女房としての立場からの観察が随所に見られ、女性の役割や社会

的位置づけについての貴重な記録としての価値を持つことに疑いはな

い。これらの点から、『枕草子』は、平安時代の女流文学において、形式、

内容、美意識の各側面において顕著な貢献を果たし、後世の文学作品

に多大な影響を与えたことがうかがえる。 

3-3. 紫式部： 

紫式部は、平安時代の著名な文学者であり、『源氏物語』の作者

として日本文学史において重要な地位を占めている。藤原氏に生まれ

た紫式部は、当時は主に男性の貴族に限られていた漢文学に精通して

おり、この学識が彼女の執筆における文体やテーマの深みに大きく影響

を与えた。 

紫式部の最も著名な作品である『源氏物語』は、世界初の心理

小説とも評され、宮廷生活の細やかな描写や感情の機微、複雑な物語

構造で際立っている。中宮彰子（または彰子）に仕えた女房としての経

験が、作品における貴族社会の人間模様や愛、権力、社会的義務とい

ったテーマの描写に反映されている。そして、彼女の作品は、日本の伝

統的な文化と漢文学の要素が融合しており、独自の文学的美意識を形

成している。 『源氏物語』の意義は、執筆当時の枠を超え、後世の文学

や文化に多大な影響を与えた。彼女の作品は数多くの翻案や研究が行

われ、その魅力は現代においても多くの読者や研究者を惹きつけてい

る。紫式部の文学的功績は、世界文学史においても不朽のものとして高

く評価されている。その上、『源氏物語』のみならず、紫式部の和歌や日

記は、平安宮廷社会の実情や人々の内面を伝える貴重な資料としても

評価されている。 
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『源氏物語』の意義は、執筆当時の枠を超え、後世の文学や文

化に多大な影響を与えた。彼女の作品は数多くの翻案や研究が行われ、

その魅力は現代においても多くの読者や研究者を惹きつけている。紫

式部の文学的功績は、世界文学史においても不朽のものとして高く評

価されている。 

指摘すべきのは、紫式部が活躍した時代、平安宮廷社会では、

女性が漢詩や公式の文筆活動に関わる機会はごく限られていたにもか

かわらず、こうした状況の中で、紫式部は『源氏物語』において、登場人

物の内面や恋愛模様、家族関係、さらには宮廷社会の権力構造までを

精緻に描き出し、女性の視点を豊かに取り入れた作品を生み出したこと

である。とりわけ、女性の心の動きや葛藤、社会的な立場における制約

などを丁寧に描いた点が評価されている。 

加えて、紫式部は和歌の創作にも優れ、その作品に織り込まれ

た数多くの和歌が、登場人物の感情や人間関係をより深く伝える役割を

果たしている。和歌に込められた象徴的な表現や余韻が物語の芸術性

をさらに引き立て、女性が文学を通じて自身の感情や思いを表現する場

として機能した。 

それにより、久下裕利(2018 年)が論じたように、紫式部が仕えた

彰子サロンは、女性たちが文学や文化を交流する重要な場となり、その

中心的存在であった紫式部の影響力は大きなものであった。紫式部の

文学活動は、当時の女性作家たちに刺激を与え、後の『狭衣物語』や

『浜松中納言物語』などの作品に多大な影響を与えたとされている。 

更に、前述のように紫式部の平安時代における女性文学への貢

献は『源氏物語』にとどまらす、紫式部の宮廷内での立場や、藤原道長

をはじめとする著名な人物との関係が描かれている『紫式部日記』は当

時の日記文学の一つとして貴重な作品と評価されている。疑いなく、平

安時代の日記文学は紫式部に限らす、『土佐日記』、『かげろう日記』、

『枕草子』、『和泉式部日記』などの作品もあるが、紫式部は『紫式部日

記』と『源氏物語』を通じて、より広範で複雑な人間関係を描き出し、女性

が文学の主体となる道を切り拓きました。彼女の作品は、女性が社会の
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一方的な受け手としてではなく、積極的に自らの思考や感情を表現する

可能性を示した点で、女性文学の発展に多大な影響を与えたと言える

であろう。 

3-4. 和泉式部： 

和泉式部は、平安時代を代表する女性歌人の一人として知られ、

その感情豊かで表現力に富んだ和歌で名高い。中流貴族の家に生ま

れ、11 世紀初頭の文化的な風潮の中でその文学的才能を開花させた。

和泉式部の作品は、特に恋愛や思慕、内省といったテーマを巧みに描

き、時代を超えて多くの読者の心を打ってきた。 

彼女の和歌は、さまざまな勅撰集に収められており、特に『和泉

式部日記』が有名である。この作品は、日記か物語かについて長年議論

の的となってきたが、詩的表現と彼女の感情的な体験が巧みに織り交ぜ

られた作品として評価されている。『和泉式部日記』は、皇族との恋愛関

係を中心に描かれつつ、彼女の心の葛藤や精神的な模索が深く反映さ

れている。その文体や内容の独自性から、日記文学というより物語文学

に近いものとする見解も存在し、研究者の間で議論が続いている。ここ

に注目を引くのは、はんざわ（2024 年）が述べたように、『和泉式部日

記』が、和泉式部の恋愛や情熱が詩的に描かれ、単なる記録にとどまら

ず、感情や思考の細やかな描写が際立っており、和泉式部の恋愛経験

を基にしつつも、フィクション性が強く、物語文学としての側面も色濃く持

つ点で特徴的な作品だということである。 

この日記のほか、和泉式部の歌集にも彼女の卓越した表現力が

表れている。彼女の和歌は、儚い美しさと人の心の移ろいを巧みに重ね

合わせ、桜や季節の移り変わりといった自然のイメージを通して深い感

情を表現している。 

和泉式部の影響は、その文学的貢献にとどまらず、彼女の波乱

に満ちた恋愛関係や社会的な立場も注目されてきた。彼女は、個人的

な体験を見事に詩に昇華させることで、日本文学史において際立った

存在となった。その革新的な表現方法や平安時代の文学文化における

役割は、今日に至るまで多くの研究者によって注目され続けている。 
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要するに、和泉式部の作品は、平安時代の女流文学の発展に

大きく寄与し、その後の女性作家にとって重要な道しるべとなった。彼女

の独特な感性と表現方法は、恋愛詠の枠を超えて、女性が社会や人間

関係の中で抱く感情を文学として昇華させる画期的な試みであり、和歌

や日記文学における革新者としての地位を確立している。 

上述のことをまとめると、平安時代の女性文学は、日本独自の文

化的発展の中で大きな役割を果たし、多様な表現と優れた作品が誕生

したことがわかる。小野小町、清少納言、紫式部、和泉式部といった代

表的な女流作家たちは、それぞれ独自の文学的個性を持ちながら、平

安時代の宮廷文化や人々の生活、感情を鮮やかに描き出した。小野小

町は、恋愛や人生の無常を繊細な和歌で表現し、後の文学や芸能に大

きな影響を与えた。清少納言は、『枕草子』において宮廷生活の美意識

や日常の細かな観察を独自のエッセイ形式で記録し、平安文学の新た

な表現手法を確立した。紫式部は、『源氏物語』を通じて、登場人物の

心理や社会の権力構造を巧みに描き、日本文学史上屈指の作品を生

み出した。和泉式部は、情熱的な恋愛や内面的な葛藤を詩情豊かに描

き、平安文学における感情表現の深化に貢献した。これらの女性作家の

活躍は、平安時代における女性の知的活動と創造力の象徴であり、後

の日本文学の発展に多大な影響を与えた。彼女たちの作品は、時代を

超えて人々に愛され続け、現代の文学研究においても重要な意義を持

つ貴重な資料として評価されている。 

4.結論： 

本研究では、アッバース朝と平安時代という異なる文化的・社会

的背景を持つ 2 つの時代における女性文学の特徴を比較し、各時代の

代表的な女性作家の作品や文学的貢献について考察した。分析の結

果として、両時代の女性文学には共通点と相違点が見られ、それぞれ

の社会的条件や文化的環境が女性の文学活動に大きな影響を与えて

いたことが明らかになったと言えるのではないであろうか。 

アッバース朝では、宮廷内の女性が文化的な場において一定の

発言権を持ち、知的活動に積極的に関与していた。特に、詩の分野で
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は、社会や政治に関するテーマが扱われ、文学が時代の動向を反映す

る重要な役割を担っていた。それに対し、平安時代では、女性は直接的

に政治に関与することは少なかったが、宮廷文化の中心的存在として和

歌や物語文学を通じて感情や思想を表現した。これにより、平安時代の

女性文学は、恋愛や自然の美を題材とした繊細な表現が特徴的であっ

た。 

アッバース朝の女性作家は、恋愛、哀悼、風刺、スーフィズムとい

った幅広いジャンルで活躍し、社会的制約の中でも個人的な感情や思

想を表現した。特にアリヤ・ビント・アルマフディー、ラービア・アルアダウ

ィーヤ、アナーン・アルナーティキーヤらは、独自の作風と表現技法で際

立った貢献を果たした。 一方、平安時代の女性作家は、恋愛や人間

関係、自然の美しさなど、個人の感情や社会のあり方を繊細に描写し、

和歌、日記文学、物語文学といった独自の文学形式を確立した。小野

小町、清少納言、紫式部、和泉式部らの作品は、宮廷文化と深く結びつ

きつつ、女性の知的活動や創造性を象徴するものとなった。 

要するに、アッバース朝と平安時代の女性文学には、共通点と

相違点が見られる。共通点としては、どちらも宮廷文化を背景に、恋愛

や人間関係を主題とした情感豊かな作品が多く、女性が社会的制約を

乗り越え、文学を通じて自己表現の場を確立した点が挙げられる。一方、

相違点として、アッバース朝の女性文学は、恋愛や社会批判、宗教的な

探求が色濃く反映され、思想的で哲学的な内容が特徴的であるのに対

し、平安時代の女性文学は、自然の美しさや感情の移ろいを繊細に描

写し、より個人的かつ内面的な世界観が表現されている点が特徴である。 

最後に、アッバース朝および平安時代の女性文学については、

本稿で取り上げた女性作家や歌人に限られず、さらに考察されていない

女性の貢献や議論すべき点が多く残されている。しかし、本稿ではそれ

らを取り上げる余裕がないため、今後の研究でこれらの著名な作家に加

え、これまで十分に注目されてこなかった女性作家やその文学的貢献

についてさらに掘り下げる。 
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